
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 先日の総会にご出席いただきました保護者の皆様には、ご多用中のところ、ありが 

とうございました。出席者が少なかったのは残念でしたが、出席された皆様から様々 

なご意見やご質問を頂戴し、今後の活動に向けて大変参考になったことと思います。 
 

「すいきハッピープロジェクト」とは？ 

 さて、「保護者支援組織『すいきハッピープロジェクト』」（その発足の経緯や目的、活動等）につ

いて、保護者の皆様の中にはよく分からない方も多いと思います。新年度になりましたので、学校から

も改めてお伝えしたいと思います。 

 多くの学校には

PTA 組織があります

が、分離前のみどり

の学園義務教育学校

と同様に、PTA でな

い新たな組織（保護

者支援組織や保護者

会など）発足のた

め、最初は学校よ

り、発足準備会(R6.5.2)の開催を呼びかけました。（上:R6「学校だより」第 3 号より）                    

 そして、18 名の保護者の有志が集まり、活動がスタート。さらに発足準備を行うために立候補した方

を中心として「事務局」の運営が始まり、会の名称の決定から、喫緊の課題であった登校時の安全確保

のための登校指導について協議が行われました。そしてボランティアを募って毎朝の登校指導がはじま

りました。校長だけで登校指導は難しく、ボランティアの方とともに常時活動が始まったことは大変う

れしいことでした。(HP掲載 R6「学校だより」第 5、7号参照) 

 また、登校班の編制については、以前お知らせしたとおり、事務局の方が中心となり、事前のアンケ

ート調査から編制まで、長い時間をかけて一生懸命取り組んでいただきました。おかげさまで、今年度、

新１年生を迎えての登校班登校がスタートすることができました。登校班は必要か否か、から始まり、

丁寧に編制を進めていただきましたことについては、子供たちの命を守るための活動として大変感謝し

ております。 

 今回、総会までに１年を要したことについては、有志の皆様により、仕事の合間に少人数で上述の活

動のほか、組織づくりの様々な準備（規約作成等）を行ったことを考えると当然であったと思われます。 
 

学校として「すいハピ」に望むこと 

 学校は（つくば市も）「地域とともにある学校」を目指しています。これは、学校と地域住民等が力

を合わせて学校づくりに取り組むものです。小学校はどうあるべきか、そのために地域(保護者も含む)

の声を生かし、地域と一体となって魅力ある、特色ある学校づくりを進めていきたいと思っています。 

そのためにはまず、保護者同士のつながりが必要だと考えています。区会さえもない、新興住宅地を

中心とした本校の地域では、ご近所の保護者の方ともつながりがない状況もあるかと思います。この

「すいハピ」の活動を通して、保護者同士がつながり、子供を育てる当事者の一人として、ともに本校

の子供を育てていきたいと思います。かつて学校が地域のコミュニティの中心であったように、将来的

には、学校を核とした地域づくりにもつながってほしいと願っています。 
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